
☞　台風 10 号被害を視察

☞　一般質問に 3 人が登壇

☞　インタビュー「かるまい町に住んでみて」

７

10

16

主な内容

若駒のはじける笑顔
☞　特集〔平成 27 年度決算審査〕

　　総額 80 億円余の決算認定 ２
町民体育祭で披露される町内園児に

よる〝駒踊り″。子どもたちのはじ

ける笑顔は、親御さんだけでなく、

会場にいるみんなを元気に、幸せな

気分にさせてくれます。

（平成 28 年 10 月 9 日；町民体育祭）

かるまい　議会だより
№207

平成 28 年 10 月 26 日
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平成 27 年度決算すべてを 認定 
９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

９
　
月
　
定
　
例
　
会

議
　
会
　
活
　
動

税の公平性、国保の  一層の健全経営を

　平成 27年度会計別決算の状況
会計区分 歳入（収入） 前年度比較 歳出（支出） 前年度比較

一般会計 65 億 1755 万円 △ 8億 2738 万円 62 億 7620 万円 △ 8億 4405 万円 認定

特
別
会
計

国民健康保険 15 億 1317 万円 1億 5661 万円 15 億 877 万円 1億 5188 万円 認定
下 水 道 事 業 1億 5649 万円 331 万円 1億 5223 万円 677 万円 認定
介 護 保 険 6805 万円 △ 381 万円 6524 万円 △ 305 万円 認定
後期高齢者医療 8986 万円 △ 17 万円 　8626 万円 △ 55 万円 認定

特別会計の合計額 18 億 2758 万円 １億 5593 万円 18 億 1252 万円 １億 5805 万円 ―

　※金額はすべて 1 万円未満の金額を切り捨てていますので、合計とは一致しません。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
27
年

度
軽
米
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
ほ
か
４
特
別
会
計
と
、
水
道

事
業
会
計
の
決
算
認
定
案
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
慎
重
に
審
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
一
般
会
計
決
算
に
一
部
反

対
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
会
計
と

も
認
定
し
ま
し
た
。

一
般

特
別

水道事業会計
収益的 4 億 1113 万円 2318 万円 3 億 8934 万円 1186 万円

認定
資本的 2 億　 27 万円 △ 1664 万円 4 億　 69 万円 2007 万円

収 入
（ 歳 入 ）

 地方交付税　46.0％
29 億 9697 万円

国・県支出金 18.4％ 
11 億 9613 万円

町債　12.1％
7 億 8610 万円

総務費　23.2％
14 億 5623 万円

教育費　11.1％
6 億 9386 万円

労働費　0.2％
　　48 万円

議会費　1.5％
　9617 万円

公債費　10.7％
6 億 6984 万円

衛生費　9.2％
5 億 7681 万円

土木費　10.1％
6 億 3174 万円

農林水産業費 4.2％
2 億 6531 万円

消防費　5.4％ 　 
3 億 4002 万円

民生費　22.7％
14 億 2788 万円

商工費　1.9％
1 億 1780 万円

※歳入歳出とも金額はすべて 1 万円未満を切り捨てています
※グラフ中の「％」は構成比を表しています

消 防・ 防 災 活 動
にかかるお金

依存財源
　　80.9％
国や県、借入金
からの収入

町で集めた収入

自主財源
　　19.1％

繰越金　3.4％
2 億 2467 万円

町税　11.4％
7 億 3983 万円

諸収入　3.0％
1 億 9369 万円

その他 1.3％
　8390 万円

町民の皆さんから納め
ら れ る お 金（ 町 民 税、
固定資産税など）

国や銀行から
借りるお金

国や県からの補
助金・委託金な
どのお金

決算の内訳と解説

支 出
（ 歳 出 ）

譲与税・交付金　4.5％
2 億 9623 万円

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

地方消費税、ゴルフ場利用税
など国から交付されるお金

行政の格差をなくすた
め国が交付するお金

26 年 度 の 決 算 で
繰り越されたお金

保育園、児童手当、医療
費給付、高齢者・障がい
者福祉にかかるお金

かるまいテレビ、町民
バス等にかかるお金

小・中学校、幼稚園、
給食、生涯学習活動
等にかかるお金

町が借りたお金の返
済にかかるお金

道路や町営住宅の維持
管理等にかかるお金

山内地区センター整備、各種農林
振興事業等にかかるお金

各種検診、予防
接種、ごみ収集
等にかかるお金

５
会
計
歳
出
総
額
は
80
億
８
８
７
２
万
円

平成 23 年度　24 年度　25 年度　26 年度　27 年度

62 億 7620 万円
69 億 5708 万円

59 億 9366 万円

72 億 4769 万円
71 億 2025 万円

５年間の一般会計歳出決算の推移
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　軽米保育園と小軽米保育園に太陽光で発
電し点灯するＬＥＤ街灯を新たに５基設置
しました。

　昭和 30 年の町村合併から 60 年を迎
え記念式典等を開催。また同 60 年に
姉妹締結した北海道音更町との各種町
民交流事業に対して助成しました。
（写真左は、音更町での両町町民交流
会の様子。写真右は、音更町での小学
生野球交流大会の様子）

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

平成 27 年度

一般会計決算書から

注目事業を

ピックアップ

　高校生の子を持つ親として、軽米高校生の
バス通学助成とともに、バイク通学や自家用
車送迎にも補助を考えてほしい。ほかに合同
でのタクシー通学なども良いのでは。中学校
が統合し、部活やスポ少活動で土・日に自家
用車で送り迎えすることが多く、配慮がほし
いですね。最後に町内に入浴施設が無いので
寂しいです。隣接市町村に行っている人も多
いですよ。　（下晴山、40 代、女性）

玉舘　誠
まこと

　
（屋敷　44 歳）

小野寺 瞳
ひとみ

（岩崎　36 歳）

さん さん

　若い人たちが「ふる
さと軽米に戻りたい」
と思えるようなまちづ
くりを期待します。仕
事も重要ですが、人の
温かさや趣味を満喫で
きる生活など、楽しみ
方は多様化していま
す。町の賑わいづくり
が絶対不可欠です。

郷土芸能のアーカイブ
（※）が緊急課題です。
伝承する人が高齢化や
亡 く な っ た り で、 踊
り、唄、衣装など、記
録保存・活用し、未来
へ伝達する責務があり
ます。祭りのビデオだ
けでは不十分です。い
ずれ急ぎましょう。

高校通学手段への補助を若い人へ町の賑わいを 郷土芸能のアーカイブを聞いてみました

まちの声

おらにも

言わせて !!

除雪トラック更新

1573 万円
　トラック型の５トン級除雪車を１台更新
し、除雪体制の強化を図りました。

軽米町町村合併 60周年
音更町姉妹締結 30周年

832 万円

食フェスタ in かるまい

169 万円
　平成 27 年度には、会場を初めてハートフ
ル・スポーツランドで開催し、たくさんの
来場客でにぎわいました。

　エゴマの生産拡大と搾油機導入による６
次産業化事業に対して助成。（写真は、軽米
小学校で行うエゴマの収穫風景）

66 万円
　チャレンジ事業では２団体に対し、合計
で 66 万円を助成しました。（写真は、折爪
岳山麓で活動する「湧口倶楽部」の様子）

協働参画地域づくり
　　　チャレンジ事業

エゴマ産地確立推進事業費補助・
６次産業化拡大支援事業費補助

181 万円

保育施設ＬＥＤ街灯

1353 万円

※アーカイブ…記録、履歴の意味で、公文書などの紙媒
　　　　　　　体のほかデジタル情報を意味します。
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も
議
論
し
対
応
を
検
討
。

（
問
）
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の

利
用
で
き
る
基
準
は
。

（
健
康
福
祉
課
長
）
満
80
歳

の
誕
生
日
か
ら
、
月
２
回
ま

で
利
用
で
き
る
。

（
問
）
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
デ

ー
を
町
が
主
導
し
て
は
。

（
町
民
生
活
課
長
）
衛
生
組

合
を
通
じ
、
各
地
区
に
応
じ

た
内
容
で
自
主
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
問
）
ご
み
の
減
量
化
と
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
の
今
後

４
日
間
（
９
月
12
日
～
15
日
）
に
わ
た
り
慎
重
審
議

　
27
年
度
決
算
な
ど 

こ
こ
が
聞
き
た
い

決
算
と
補
正
に
一
部
反
対
も
、
全
議
案
を
可
に

特
別
委
員
会

【９月定例会】

平成 27 年度軽米町一般会計
歳入歳出決算等審査特別委員会
　　　　　　　　　委員長報告

　

議
案
第
３
号
、
27
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
で
は
資
料
を
37
件

要
求
。
異
常
気
象
発
生
時

の
住
民
へ
の
伝
達
体
制
の

在
り
方
、
百
人
委
員
会
の

実
施
状
況
と
成
果
等
の
検

証
、
フ
ォ
リ
ス
ト
パ
ー
ク

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園
の
入
園

料
収
入
は
㈱
軽
米
町
産
業

開
発
で
は
な
く
軽
米
町
観

光
協
会
へ
見
直
し
を
図
る

べ
き
な
ど
の
質
疑
が
あ
っ

た
。

　

議
案
第
９
号
、
平
成
28

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）で
は
、「（
仮
称
）

か
る
ま
い
交
流
駅
」
建
設

検
討
委
員
会
な
ど
の
資
料

15
件
を
要
求
す
る
な
ど
、

活
発
に
議
論
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
10
号
に
よ

る
被
害
状
況
に
つ
い
て
の

概
要
説
明
と
、
現
地
視
察

も
実
施
し
た
。

　

一
部
反
対
の
あ
っ
た
議

案
第
３
号
と
第
９
号
は
賛

成
多
数
で
、
他
の
議
案
は

全
会
一
致
で
す
べ
て
可
と

決
し
た
。

本田 秀一
特別委員長

一部に反対も、全議案を可に

避
難
所
の
設
置
訓
練
等
を
今

後
計
画
し
た
い
。

（
問
）
消
防
団
の
Ｏ
Ｂ
制
導

入
、
婦
人
消
防
協
力
隊
の
今

後
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

（
総
務
課
長
）
将
来
的
に
自

主
防
災
組
織
の
設
置
も
考
え

て
お
り
、
Ｏ
Ｂ
制
、
協
力
隊

と
も
に
そ
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
郷
土
芸
能
の
伝
承
活

動
へ
予
算
面
や
学
校
で
の
取

り
組
み
な
ど
の
支
援
を
。

（
教
育
長
）
各
学
校
に
は
で

き
る
部
分
を
お
願
い
し
文
化

祭
等
で
の
発
表
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
軽
米
高
校
に
も
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

（
問
）
空
き
家
調
査
に
よ
る

空
き
家
の
活
用
と
、
危
険
家

屋
へ
の
対
応
は
。

（
総
務
課
長
）
活
用
で
き
る

空
き
家
が
少
な
く
、
定
住
促

進
に
は
定
住
促
進
団
地
等
を

検
討
し
た
い
。
危
険
家
屋
等

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
。

（
総
務
課
担
当
主
幹
）
１
千

万
円
を
目
標
と
し
た
い
。

（
問
）
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

事
業
と
は
。

（
健
康
福
祉
課
長
）
ベ
ッ
ド

の
背
中
、
腰
の
部
分
の
セ
ン

サ
ー
で
起
床
や
寝
返
り
記
録

を
管
理
で
き
る
。
町
内
の
介

護
事
業
所
３
施
設
に
導
入
を

予
定
。

（
問
）
災
害
時
の
住
民
周
知

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
は
。

（
総
務
課
長
）
避
難
勧
告
等

の
告
知
手
順
や
災
害
対
策
本

部
設
置
等
に
つ
い
て
平
成
26

年
度
に
作
成
し
て
い
る
。

（
問
）
雪
谷
川
ダ
ム
が
越
流

す
る
際
の
サ
イ
レ
ン
等
の
仕

組
み
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）
越
流
で

下
流
に
著
し
い
影
響
が
あ
る

場
合
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
。

（
問
）
農
地
小
規
模
災
害
に

つ
い
て
説
明
会
の
時
期
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）
現
段
階

で
現
場
を
把
握
で
き
て
い
な

い
。
年
内
の
早
い
時
期
に
は

行
い
た
い
。

（
問
）
野
菜
農
家
を
育
て
る

た
め
、
か
つ
て
の
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
の
よ
う
に
作
物
を
絞
っ

て
支
援
し
て
は
。

（
町
長
）
健
康
志
向
の
高
ま

り
に
合
わ
せ
、
雑
穀
の
６
次

産
業
化
な
ど
を
支
援
し
て
い

き
た
い
。

（
問
）
フ
ォ
リ
ス
ト
パ
ー
ク

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園
の
入
園

料
の
収
納
先
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）
指
定
管

理
者
の
㈱
軽
米
町
産
業
開
発

に
入
る
。

（
問
）
国
民
健
康
保
険
の
資

格
証
明
書
、
短
期
保
険
証
の

発
行
状
況
は
。

（
町
民
生
活
課
長
）
資
格
証

明
書
の
発
行
は
無
く
、
短
期

保
険
証
は
１
１
４
世
帯
、

２
０
８
名
。
（
27
年
度
末
）

（
問
）
下
水
道
普
及
率
は
。

（
地
域
整
備
課
長
）
水
洗
化

率
で
37
％
。
（
27
年
度
末
）

（
問
）
ふ
る
さ
と
納
税
の
新

シ
ス
テ
ム
で
の
目
標
額
は
。

百
人
委
員
会
意
見

予
算
編
成
に
反
映

自
主
防
災
組
織
を
検
討

ふ
る
さ
と
納
税

目
標
１
千
万
円

の
取
り
組
み
は
。

（
町
民
生
活
課
長
）
減
量
化

へ
生
ご
み
分
別
を
継
続
実

施
。
廃
プ
ラ
回
収
は
近
隣
市

町
村
の
情
報
を
集
め
た
い
。

（
問
）
新
農
業
委
員
会
制
度

の
実
施
状
況
は
。

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

農
業
委
員
12
名
に
農
地
利
用

最
適
化
推
進
員
６
名
で
は
少

な
い
と
の
話
も
あ
り
、
制
度

等
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
。

（
問
）
青
年
就
農
給
付
金
制

度
の
内
容
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）
年
齢
45

歳
未
満
の
新
規
就
農
者
に
年

間
１
５
０
万
円
を
５
年
間
補

助
す
る
。

（
問
）
町
道
沿
い
の
草
刈
り

を
地
区
に
委
託
し
て
は
。

（
地
域
整
備
課
長
）
場
所
に

よ
っ
て
危
険
を
伴
う
場
合
も

あ
る
の
で
業
者
に
委
託
し
て

い
る
。

（
問
）
消
火
訓
練
の
ほ
か
水

防
団
と
し
て
訓
練
計
画
は
。

（
総
務
課
長
）
土
砂
崩
れ
や

水
害
を
想
定
し
た
訓
練
や
、

　
台
風
10
号
に
よ
る

　
被
害
状
況
を
視
察

解
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
問
）
地
域
懇
談
会
に
代
え

て
実
施
し
て
い
る
百
人
委
員

会
の
今
後
の
方
向
性
は
。

（
総
務
課
長
）
11
月
に
開
催

し
、
意
見
等
を
次
年
度
の
予

算
編
成
に
反
映
さ
せ
た
い
。

（
問
）
い
わ
て
第
２
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
（
九
戸
村
）
と

公
害
防
止
協
定
の
締
結
を
。

（
町
長
）
二
戸
広
域
の
中
で

　
８
月
30
日
か
ら
31
日
に
か

け
て
東
北
・
北
海
道
を
襲
っ

た
台
風
10
号
に
よ
り
、
本
町

で
の
被
害
状
況
を
調
査
す
る

た
め
、
同
委
員
会
で
は
９
月

14
日
午
後
の
審
議
を
中
断

し
、
現
地
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
主
に
米
田
地
区
と
小
玉
川

地
区
を
調
査
し
、
沢
が
氾
濫

し
住
宅
前
が
根
こ
そ
ぎ
削
り

取
ら
れ
た
様
子
や
、
土
砂
で

埋
ま
っ
た
田
ん
ぼ
、
道
路
・

路
肩
の
決
壊
、
水
道
施
設
の

被
害
な
ど
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。

（
問
）
監
査
委
員
意
見
に
も

あ
っ
た
、
組
織
体
制
の
見
直

し
の
考
え
は
。

（
総
務
課
長
）
構
想
段
階
に

あ
る
が
、
実
施
に
向
け
て
は

今
後
検
討
し
て
い
く
。

（
問
）
行
政
改
革
推
進
委
員

会
委
員
謝
礼
に
不
用
額
が
あ

る
が
、
議
論
不
足
と
な
っ
て

い
な
い
か
。

（
総
務
課
長
）
委
員
数
の
減

や
会
議
欠
席
な
ど
で
当
初
予

定
ど
お
り
で
な
か
っ
た
。
資

料
を
事
前
配
布
し
内
容
は
理

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

【左上】道路路肩の決壊（米田地区）
【右上】住宅前の地盤流失（米田地区）
【右】川の氾濫でフェンスが損壊

　　　（小玉川生活改善センター前）
【右下】林道の土砂流失（小玉川地区）
【下】町担当者の説明を受ける
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本会議での表決　（賛成：○、反対：×）

議　員　名　

　議案名（○数字は議案番号）

中
里　

宜
博

中
村　

正
志

田
村　

せ
つ

川
原
木
芳
蔵

上
山　

勝
志

舘
坂　

久
人

茶
屋　
　

隆

大
村　
　

税

松
浦　

満
雄

本
田　

秀
一

細
谷
地
多
門

古
舘
機
智
男

山
本　

幸
男

賛
成

反
対

結
果

採
決
日

同意①教育長の任命（菅波俊美氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 同意 9
月
6
日

同意②教育委員の任命（戸草内勝夫氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 同意

①契約（デジタル防災行政無線整備２期工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

②税条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

9
月
16
日

③ 27 年度一般会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 11 ２ 認定

④ 27 年度国民健康保険特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 認定

⑤ 27 年度後期高齢者医療特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 認定

⑥ 27 年度介護保険特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 認定

⑦ 27 年度下水道事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 認定

⑧ 27 年度水道事業会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 認定

⑨ 28 年度一般会計補正予算（２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 11 ２ 可決

⑩28年度国民健康保険特別会計補正予算（１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

⑪ 28年度介護保険特別会計補正予算（２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

請願陳情⑦安保関連法の具体化と発動に反
　　　　　対し、南スーダンから自衛隊部
　　　　　隊の撤退を求める陳情

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 採択

請願陳情⑧少人数学級の推進など定数改
　　　　　善、義務教育費国庫負担制度拡
　　　　　充を求める請願

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 採択

⑫損害賠償と和解
　（葉たばこのビニールハウス１棟）※追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

⑬ 28 年度一般会計補正予算（３号）※追加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

発議①安全保障関連法の具体化と発動に反
　　　対し、南スーダンからの自衛隊部隊
　　　の撤退を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

発議②少人数学級の推進など定数改善、義
　　　務教育費国庫負担制度拡充を求める
　　　意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

発議③私学助成の充実を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

　

【請願陳情第７号】
＊件名：「安保関連法の具体化と発動に反対し、
　　　　南スーダンから自衛隊部隊の撤退を求
　　　　めることについて（陳情）」
＊要旨：憲法第９条に違反する安全保障関連法
　　　　の具体化と発動に反対し、南スーダン
　　　　ＰＫＯに派遣が予定されている自衛隊
　　　　の安全確保を考慮し、部隊の撤退を政
　　　　府に求めてほしい
＊陳情者：平和を望む軽米ウォーキングの会
　　　　　　代表　竹澤　勵

【請願陳情第８号】
＊件名：「少人数学級の推進など定数改善、義
　　　　務教育費国庫負担制度拡充を求める請
　　　　願」
＊要旨：①少人数学級を推進しＯＥＣＤ諸国並
　　　　　の３０人以下とすること
　　　　②義務教育費国庫負担割合を２分の１
　　　　　に復元すること
＊請願者：岩手県教職員組合県北支部二戸地区
　　　　　代表　荒木裕之
＊紹介議員：山本幸男、古舘機智男

採
択

採
択

意見書提出

全会一致

衆議院議長、参議院議長、
文部科学大臣、財務大臣、
総務大臣全会一致

【歳入】
・普通交付税　　　　　　　　（地方交付税 1 億 2941 万円）
・介護ロボット等導入支援事業特例交付金
　　　　　　　　　　　　　　　　（国庫補助金 278 万円）

【歳出】
・ふるさと納税謝礼、業務代行関係（総務管理費 411 万円）
・介護ロボット等導入支援事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　（社会福祉費 278 万円）

・町営住宅等整備計画調査測量設計業務委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （住宅費 1470 万円）

・避難所看板製作設置業務委託料　　　（消防費 109 万円）
・台風 10 号災害復旧関連　  　（災害復旧費 3 億 616 万円）

平成 28 年度一般会計予算を増額

66 億 8820 万円に

一般会計補正予算（第２号・第３号）

平成 28年度会計別歳入歳出予算（9月 16 日現在）

会計別
予算額

今回補正額 予算総額
一般会計 3億 6089 万円 66 億 8820 万円

特
別
会
計

国民健康保険 2046 万円 15 億 5046 万円
後期高齢者 － 8680 万円
介護保険 318 万円 7832 万円
下水道事業 － 1億 6830 万円

※金額はすべて 1万円未満の金額を切り捨てています

❀❀❀　主な補正予算の内容　❀❀❀

≪９月定例会≫　討論と採決結果
　※本会議場の討論で、反対意見のあった「第３号」と「第９号」について掲載します

中村 正志

【議案第３号】　詳細かつ多くの資
料等により、各議員相互の十分な
審議により課題等も見いだされ
た。検討課題については、今後、
副町長を先頭に町民課題の解決に
向け努力することが特別委員会で
約束された。マンパワー不足に
ついては、監査委員指摘のグルー
プ制の見直しも含めた組織の再編
と、後継者育成を考慮した人事異

賛　成
全議案に

古舘機智男

反　対
議案３号、９号に

意見書提出
衆議院議長、参議院議長、
内閣総理大臣、防衛大臣、
外務大臣

新
教
育
長
の
任
命
に
同
意

菅波 俊美  さん

　【新】（桜山）

教
育
委
員
に 

戸
草
内 

勝
夫 

氏

決算審査意見
（平成 28 年 9 月６日本会議場）

瀧澤 英敬
代表監査委員

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会

計
決
算
は
、
実
質
収
支
が

２
億
２
千
万
円
余
り
の
黒

字
で
、
単
年
度
収
支
で
も

約
３
５
０
０
万
円
の
黒
字

で
あ
る
。
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
は
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
が

７
８
０
０
万
円
あ
り
、
税

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
一

層
の
健
全
運
営
を
望
む
。

　

基
金
残
高
は
９
千
万
円

ほ
ど
増
加
す
る
な
ど
財
政

健
全
化
は
、
将
来
の
負
担

面
な
ど
か
ら
は
良
好
で
あ

る
。
ふ
る
さ
と
支
援
基
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
は
引

き
続
き
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
い
。

　

収
入
未
済
額
は
こ
こ
数

年
は
縮
減
し
て
お
り
、
取

り
組
み
成
果
と
子
育
て
支

援
策
の
効
果
を
感
じ
る
。

負
担
の
公
正
・
公
平
面
か

ら
、
一
層
の
未
済
額
の
縮

小
に
全
庁
的
な
取
り
組
み

を
求
め
る
。

　

増
え
続
け
る
事
務
事
業

に
課
・
グ
ル
ー
プ
制
の
再

編
や
、
後
継
者
の
育
成
と

職
場
環
境
づ
く
り
に
も
気

を
配
ら
れ
た
い
。

　

財
政
運
営
は
大
い
に
評

価
す
る
一
方
で
、
人
事
管

理
の
面
で
は
更
に
一
考
い

た
だ
き
た
い
。
簡
素
で
経

済
的
、
効
率
的
な
行
政
運

営
に
よ
り
、
町
勢
の
発
展

と
町
民
福
祉
の
維
持
向
上

を
望
む
。

９月定例会で決まったこと

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

動に努め、次年度での実現を期待し、賛成する。

【議案第９号】　交流駅構想がスタートし、ふるさと納税の
利便向上、結婚支援、介護ロボット導入など新事業も積極
的に取り入れ時代の変化に対応した事業を展開している。

【議案第３号】　協働参画のまち
づくりと言いながら、第５次行
政改革大綱は子育て支援や福祉
施策を後退させる内容である。
国民健康保険の短期保険証発行
や固定資産税の収入未済額が増
えるなど弱者への配慮がみられ
ない。町政へ参加しようとする
意欲、思いを汲み取っていない
町政全体に対して反対する。

【議案第９号】　補正予算そのものよりも「交流駅」構想
は待望の文化的施設であり多額の費用も見込まれる。し
かし検討委員会の公募は２名のみで協働参画にはほど遠
く、政策過程を無視しては未来につながらないので反対。

【
再
任
】 （
向
川
原
）

【
解
説
】
教
育
委
員
会
制
度
の
改
正
で
教

育
委
員
長
が
廃
止
さ
れ
、
代
わ
っ
て
教
育

長
（
常
勤
特
別
職
）
が
教
育
委
員
会
の
代

表
に
な
り
ま
す
。
新
教
育
長
の
任
命
は
、

町
長
が
選
任
し
議
会
の
同
意
が
必
要
で

す
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

課題解決へ努力約束

「交流駅」がスタート

町民の思いを汲み取れ

「交流駅」検討委員会に町民の協働参画を

財
政
運
営
大
い
に
評
価

人
材
育
成
に
も
配
慮
を
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一般質問に 3人が登壇
　第 11 回定例会の一般質問は、９月８日に３人が行い、
町当局に対して７項目について質問しました。各議員の質
問要旨と町当局の回答・姿勢について紹介します。

質問議員 質問事項

中村正志
（11ページ）

　スポーツツーリズムの推進による交流人口拡大と地域活性化について

　軽米町男女共同参画計画の推進について

田村せつ
（12ページ）

　火葬場の施設（待合室）の整備について

　向川原の親水公園の改修について

茶屋　隆
（13ページ）

　地震・大雨・土砂等災害について

　再生可能エネルギーについて

　町長４期目の公約について

古舘機智男
（※２）

　防災対策について

　第 2 クリーンセンターとの公害防止協定について

　交流駅の町民的な合意形成について

山本幸男
（※２）

　交流駅構想について

　第 11 回定例会

※１　質問要旨や回答内容は要約していますのでご了承ください。
※２　当初、質問通告していた古舘機智男議員と山本幸男議員は、９月９日に
　　　行う予定でしたが、前日からの大雨による影響と台風 10 号による被害
　　　への対応を優先させることから質問を取り下げましたので、予定して
　　　いた質問項目のみ掲載します。

一般質問

中村正志

一般質問

一年を通じて開催されるソフトテニス大会には、岩手・
青森県をはじめ町外からも多く訪れています

【
問
】
先
の
リ
オ
五
輪
で

の
当
町
ゆ
か
り
の
伊
調
馨

選
手
の
史
上
初
の
４
連
覇

の
偉
業
に
対
し
て
、
町
と

し
て
顕
彰
す
る
考
え
は
。

【
町
長
】
伊
調
選
手
の
活

躍
に
は
大
変
感
動
し
て
お

り
、
何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
等
を
検
討
し
た
い
。

【
問
】
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
対
す
る
町
長
の
取

り
組
み
と
考
え
方
は
。

【
町
長
】
芝
桜
カ
ッ
プ
の

開
催
な
ど
で
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
っ
て
い
る
ほ

【
問
】
男
女
共
同
参
画
計

画
の
推
進
状
況
は
。

【
町
長
】
全
体
的
に
み
て

計
画
は
進
ん
で
い
る
。

【
問
】
全
庁
の
人
材
育
成

の
実
施
状
況
は
。

【
町
長
】
こ
れ
ま
で
の
軽

邑
塾
か
ら
新
人
職
員
研
修

に
切
り
替
え
た
。

【
問
】
政
策
方
針
決
定
の

役
場
の
最
高
議
決
機
関
で

あ
る
経
営
会
議
で
の
女
性

職
員
の
参
画
は
。

【
町
長
】
現
時
点
は
な
し
。

【
問
】　
保
育
園
長
に
保
育

士
有
資
格
者
を
配
置
し
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

【
町
長
】
管
理
職
登
用
は
、

総
合
的
見
地
で
性
別
に
関

係
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
は

女
性
の
管
理
職
は
少
な

か
っ
た
。
女
性
活
躍
推
進

法
行
動
計
画
で
女
性
管
理

職
登
用
を
目
標
と
し
、
管

理
職
研
修
に
女
性
職
員
を

積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
。

【
問
】女
性
団
体
リ
ー
ダ
ー

連
絡
会
等
を
開
催
す
る
考

え
は
。

【
町
長
】
連
絡
会
設
置
で

は
な
く
、
随
時
、
町
長
と

の
懇
談
会
を
考
え
た
い
。

か
、
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
を
活
用
し
、
町
の

活
性
化
に
向
け
て
取
り
組

む
べ
き
こ
と
と
考
え
て
い

る
。

【
問
】
大
会
等
の
誘
致
や

各
種
大
会
の
開
催
で
、
町

の
経
済
効
果
を
生
み
出
す

べ
き
と
考
え
る
。
地
元
産

活
用
の
賞
品
や
宿
泊
の
受

入
れ
、
入
浴
施
設
の
整
備

で
民
泊
協
力
な
ど
を
推
進

し
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
積
極
的
に
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

保
育
園
長
に

　
有
資
格
者
の
配
置
を

計
画
目
標
に

　
女
性
管
理
職
登
用
を

問
答

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

　
【
町
長
】
工
夫
し
な
が

ら
町
の
経
済
効
果
へ
つ
な

げ
る
こ
と
は
必
要
で
あ

り
、各
種
提
言
を
踏
ま
え
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

活
用
し
た
ま
ち
の
活
性
化

を
検
討
、
推
進
す
る
。

スポーツツーリズムの
　　　　積極的推進を

交流人口を拡大し、経済効果を
　　　まちの活性化につなげたい

問

答
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一般質問

田村せつ

問火葬場へエアコン設置と
　トイレの洋式・水洗化を
答 新年度での改修を検討する

一般質問

茶屋　隆

大雨・洪水・土砂災害へ
　今後の取り組みはいかに

町防災マップを全戸に配布
　自主防災組織の結成を進める

問

答

向
川
原
親
水
公
園

　
修
繕
の
取
り
組
み
は

河
川
占
用
許
可
を
受
け
整

備
し
た
。
15
年
５
月
に
県

と
交
わ
し
た
「
二
級
河
川

雪
谷
川
河
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
及
び
二
級
河
川
坊

里
沢
川
河
川
公
園
に
整
備

し
た
施
設
の
管
理
に
関
す

る
協
定
書
」
に
よ
り
、
町

が
清
掃
や
保
守
点
検
、
小

修
繕
な
ど
を
担
い
、
そ
れ

以
外
を
県
が
維
持
管
理
し

て
い
る
。
整
備
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
し
老
朽
化
が

目
立
つ
こ
と
か
ら
、
本

年
４
月
に
県
二
戸
土
木
セ

ン
タ
ー
と
協
議
し
、
県
整

備
の
ト
イ
レ
や
街
路
灯
等

は
県
が
、
河
川
占
用
許
可

に
よ
る
東
屋
や
健
康
遊
具

等
は
町
で
行
う
こ
と
と
し

た
。
施
設
点
検
を
行
い
、

順
次
、修
繕
等
を
進
め
る
。

インターネットを利用したリアルタイム情報提供インターネットを利用したリアルタイム情報提供

本書の使い方本書の使い方

・ パソコンから   http://www.river.go.jp/
・ 携帯電話から  http://i.river.go.jp/

軽米町災害時連絡先軽米町災害時連絡先

国土交通省  「川の防災情報」

・ パソコンから   http://www2.pref.iwate.jp/~bousai/
いわて防災情報ポータル －岩手県の防災情報を発信しています－

本書の特徴

発行：軽米町
制作・著者：株式会社ゼンリン 盛岡営業所
作成：平成28年2月

本書は、いずれ起こるかもしれない様々な災害に対し、事前に備える
ことを目的として作成しました。予測不可能な災害の被害を最小限に
とどめるため、常日ごろから内容に目を通し理解を深めていきましょう。

全国の河川の「雨量」「水位」「河川予警報」等の情報をリアルタイムで
提供することにより、近年頻発している大雨・集中豪雨による水害・
水難時の迅速・的確な避難等が可能になります。

本書は、災害時に持ち運びができるように冊子型として作成しました。
通常は、地図部分や「わが家の防災・緊急情報メモ」ページを開いた状
態で、壁などにピン留めして掲示するか、ヒモなどでつるし身近に置
き、緊急時に持ち出してご活用ください。

安全で安心なまちづくり安全で安心なまちづくり

軽米町軽米町軽米町

「この地図は、岩手県知事の承認を得て岩手県所有の5,000分の1地形図を使用したものである。平成27年1月29日　森整第711号」
「この地図は、軽米町長の承認を得て軽米町所有の1/2,500軽米町中心市街地地形図を使用し、調製したものである。平成26年7月31日　軽地第146号」

順
次
修
繕
を
進
め
て
い
く

【
問
】
向
川
原
親
水
公
園

は
平
成
11
年
の
水
害
の
後

に
整
備
さ
れ
、
き
れ
い
な

赤
い
屋
根
の
東
屋
、
ベ
ン

チ
、
健
康
器
具
な
ど
、
町

に
も
公
園
と
呼
べ
る
も
の

が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し

く
思
っ
た
。
し
か
し
現
在

は
屋
根
や
ベ
ン
チ
の
色
が

剥
げ
落
ち
て
い
る
。
前
回

の
一
般
質
問
で
は
「
県
と

協
議
し
明
る
い
イ
メ
ー
ジ

の
公
園
に
改
修
す
る
」
と

の
答
弁
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
の
状
況
を
伺
う
。

【
町
長
】
同
親
水
公
園
は

平
成
11
年
10
月
の
豪
雨
災

害
の
復
興
事
業
と
し
て
県

が
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

一
環
と
し
て
整
備
し
、
又

公
園
内
の
東
屋
、ベ
ン
チ
、

健
康
遊
具
等
は
町
が
県
の

設置から 40 年が経過した町火葬場（写真中央が待合室）

【
問
】
近
年
、
異
常
気
象

等
に
よ
る
大
雨
、
洪
水
、

土
砂
災
害
等
が
多
発
し
て

い
る
。
８
月
27
日
の
岩
手

日
報
に
は
「
土
砂
災
害
警

戒
区
域”

指
定
増
え
る
県

内
、
的
確
な
避
難
・
活
用

重
要
」
と
市
町
村
の
取
り

組
み
が
重
要
と
掲
載
さ
れ

た
。
今
回
の
台
風
10
号
の

被
害
も
踏
ま
え
て
、
町
は

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
伺
う
。

【
町
長
】
町
の
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
指
定
は
、
９

月
２
日
現
在
、
土
石
流
警

戒
区
域
16
、
急
傾
斜
地
の

警
戒
区
域
21
の
合
計
37
か

所
が
指
定
。
う
ち
35
か
所

が
特
別
警
戒
区
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
警

戒
区
域
を
含
む
「
軽
米
町

防
災
マ
ッ
プ
」
を
本
年
３

月
に
全
戸
に
配
布
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
８
月
30

日
の
台
風
10
号
の
暴
風
雨

に
よ
り
、
円
子
、
米
田
地

区
で
土
砂
崩
壊
が
発
生
し

１
名
が
負
傷
、
２
棟
の
住

宅
が
被
害
を
受
け
た
。
警

戒
区
域
に
お
け
る
住
民
の

防
災
意
識
、
及
び
住
民
へ

の
周
知
が
十
分
で
な
か
っ

た
結
果
で
あ
り
、
今
後
は

災
害
時
の
初
動
体
制
を
担

う
自
主
防
災
組
織
の
結
成

を
進
め
、
土
砂
災
害
に
対

す
る
避
難
訓
練
を
行
う
な

ど
、
住
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
い
く
。

全ページがカラーで大きく見や
すく作成された町防災マップ

炉
修
繕
、
台
車
の
補
修
の

ほ
か
、
待
合
室
は
平
成
14

年
に
増
改
築
し
簡
易
水
洗

ト
イ
レ
と
暖
房
器
具
等
を

整
備
し
た
。
ご
指
摘
の
と

お
り
現
在
エ
ア
コ
ン
は
無

く
、
火
葬
件
数
は
年
間
約

１
６
０
件
か
ら
２
０
０
件

程
あ
り
、
特
に
夏
場
に
は

皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
い
る
と
思
う
。
エ
ア

コ
ン
設
置
と
ト
イ
レ
を
簡

易
水
洗
式
の
温
水
洗
浄
便

座
へ
改
修
す
る
よ
う
新
年

度
予
算
で
検
討
し
た
い
。

【
問
】
火
葬
場
ま
で
の
道

路
は
よ
く
整
備
さ
れ
て
い

る
が
待
合
室
は
建
設
当
時

の
ま
ま
で
、
ス
ト
ー
ブ
は

あ
る
が
エ
ア
コ
ン
は
無

く
、
ト
イ
レ
も
旧
式
で
あ

る
。
町
民
だ
け
で
な
く
他

地
域
か
ら
来
る
機
会
も
多

い
。エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、

高
齢
者
も
楽
に
使
用
で
き

る
洋
式
の
水
洗
ト
イ
レ
へ

改
善
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
町
火
葬
場
は
昭

和
51
年
１
月
に
完
成
以

来
、
管
理
棟
増
築
や
火
葬

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

問
答

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
進
捗
は

軽
米
・
西
山
で
事
業
を
開
始

【
質
問
】
メ
ガ
ソ
ー
ラ
施

設
建
設
の
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
８
月
に
小
軽
米

地
区
の
軽
米
・
西
山
太
陽

光
発
電
所
が
事
業
を
開
始

し
、
町
農
山
村
活
性
化
計

画
に
お
け
る
第
１
号
の
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ほ

か
に
山
内
地
区
と
米
田
地

区
な
ど
で
、
事
業
開
始
に

向
け
進
め
ら
れ
て
い
る
。

【
質
問
】
風
力
発
電
立
地

へ
の
動
き
は
。

【
町
長
】
折
爪
岳
北
側
と

笹
渡
地
区
ノ
ソ
ウ
ケ
峠
付

近
の
２
か
所
で
、
環
境
影

響
評
価
に
向
け
た
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

交
流
駅
に
町
民
意
見
を

建
設
検
討
委
員
会
を
組
織

　

広
く
意
見
を
聞
き
た
い

【
質
問
】
町
長
公
約
の
取

り
組
み
状
況
は
。

【
町
長
】
百
人
委
員
会
設

置
に
よ
る
町
民
総
参
加
の

結
の
精
神
を
基
本
に
、
７

項
目
を
ま
ち
づ
く
り
の
柱

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
質
問
】「（
仮
称
）
か
る

ま
い
交
流
駅
」
に
つ
い
て

町
民
へ
の
説
明
と
、
意
見

を
聞
く
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
建
設
検
討
委
員

会
を
組
織
し
、
広
く
意
見

を
聞
い
て
い
き
た
い
。

問
答

問
答
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９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

９
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

町政調査会

活動報告　
＊町政調査会とは、議員
が自主的な調査・研究・
　懇親などを目的に組織
し活動しています

議長交際費

月 日 曜 行　　事　　

７
　
月

２ 土 パークゴルフはつらつ大会
７ 木 議会運営委員会③

11 月 第 10 回軽米町議会臨時会
町政調査会幹事会②、議会報編集委員会⑦

15 金 議会報編集委員会⑧

20 水

総務教育民生常任委員会視察研修
　（茨城県境町、大洗町、～ 21 日）
産業建設常任委員会視察研修
　（北海道北斗市、ニセコ町、～ 22 日）

23 土 県立軽米病院環境整備ボランティア
25 月 北部地区町村議会議長会議員研修会（洋野町）
26 火 町村議会夏季議員大学講座（盛岡市、～ 27 日）
27 水 議会報編集委員会⑨
29 金 カシオペア連邦議会議員協議会総会・研修会（二戸市）

８
月

12 金 議会運営委員会④
15 月 軽米町成人式
17 水 議会だより第 206 号発行
23 火 二戸地区広域行政事務組合議会議員全員協議会（二戸市）
30 火 岩手県町村議会議長会・中央研修会（東京都、～ 31 日）

９
月

１ 木 議会運営委員会⑤

６ 火 第 11 回軽米町議会定例会・本会議（会期；～ 16 日）
議員全員協議会③、町政調査会幹事会③

8 木 定例会一般質問、議会報編集委員会⑩
９ 金 議会運営委員会⑥

12 月 平成 27 年度軽米町一般会計歳入歳出決算等審査特別委員会（～ 15 日）
町政調査会③、総務教育民生常任委員会③

14 水 平成 27 年度軽米町一般会計歳入歳出決算等審査特別委員会による
台風 10 号被害現地視察調査

15 木 議会運営委員会⑦
17 土 軽米町敬老会
18 日 軽米町消防演習、軽米秋まつり流し踊り

26 月 北部地区町村議会議長会主催
　岩手県選出国会議員への要望活動（東京都、～ 27 日）

町 議 会 の 動 き
（平成 28 年７月～９月の主要な行事）

※議長交際費は議長
が 町 議 会 を 代 表 し
て 対 外 的 な 行 事 等
へ参加する際の経費　
で、主に各団体の総
会等の会費です。詳
しくは町ホームペー
ジをご覧ください。

❀お祝い等（会費含む）

７月 ３件 　 ９，０００円
８月 ２件  ２６，６００円
９月 ２件  　６，０００円

✿研修月日　平成 28 年７月 20 日（水）、21 日（木）
✿研修場所　茨城県境町（防災）、大洗町（まちづくり）
✿参加委員　本田秀一、中里宜博、中村正志、
　　　　　　田村せつ、古舘機智男、松浦　求

中里宜博
委員

報　告

　「ガルパン」をきっかけに
来町した観光客も、商店街の
人たちとの交流で、店や人の
ファン（＝大洗町のファン）
になり、リピーターになって
いるとのこと。受け入れる側
では、どうやったら楽しんで
もらえるか、また来てもらえ
るかを常に考え、「まちあそ
び」の感覚でやっているとの
言葉が印象的だった。

本田秀一
委員長

報　告

総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　スライドでの説明を受け、軽
米町の平成 11 年豪雨災害が思
い出された。境町では、議長が
町災害対策本部に加わり、その
情報を全議員と共有。議会とし
て被災状況調査や、被災者への
物資配布などに取り組んだ。当
町の豪雨災害から 17 年が経過
するが、大規模な自然災害が多
発する現在、今一度過去の課題
等を検証すべきと感じた。

研修レポート①　　「災害対応と議会」「アニメを活用したまちおこし」

✿研修月日　平成 28 年７月 20 日（水）、21 日（木）
✿研修場所　北海道北斗市（まちづくり）、ニセコ町（観光と定住）
✿参加委員　細谷地多門、上山勝志、川原木芳蔵、
　　　　　　茶屋　隆、大村　税、松浦満雄、山本幸男

上山勝志
副委員長

報　告

　北斗市にある新函館北斗駅
は、北海道新幹線で八戸駅か
ら 1 時間半ほどで着き、思っ
ていたよりも近いと感じた。
同市はもともと、観光に特段
取り組んで来なかったが、新
幹線開業がきっかけで取り組
みを始めた。地域の資源をう
まく生かし、更に自分たちで
考えて魅力を高めようとする
取り組みが印象的だった。

細谷地多門
委員長

報　告

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　今や日本だけでなく
世界的なリゾートスキー
場「ニセコ」は、３町による観
光圏を形成する。観光客のほか、
近年は移住者も多く水道施設な
どのインフラ整備が追いつかな
いほど。さまざまな先進的取り
組みにはカルチャーショックを
受けた。一自治体単独での集客
は難しく、改めて広域的な取り
組みを検討すべきと感じた。

研修レポート②　　「観光誘客と定住促進」「北海道新幹線に向けた観光振興」

北
海
道
新
幹
線
開
業

に
よ
っ
て
観
光
施

策
に
取
り
組
み
始
め
た
北

斗
市
。
新
た
な
観
光
地
づ

く
り
、
体
験
型
観
光
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
に
力
を

入
れ
、
隣
接
す
る
函
館
と

の
差
別
化
を
図
っ
て
い

る
。
宿
泊
施
設
の
充
実
が

課
題
で
新
幹
線
駅
の
乗
降

客
を
い
か
に
滞
在
さ
せ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
で
は
年
間
４
千
人

超
が
利
用
す
る
な
ど
将
来

へ
の
可
能
性
が
広
が
る
。

ニ
セ
コ
町
は
隣
接
す

る
２
町
と
ニ
セ
コ

観
光
圏
を
形
成
し
「
ニ
セ

コ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
世
界

か
ら
観
光
客
を
受
け
入
れ

る
。
冬
季
だ
け
で
な
く
夏

季
の
集
客
に
成
功
。
加
え

て
働
き
手
の
確
保
な
ど
年

間
を
通
じ
た
観
光
客
の
受

入
態
勢
が
整
う
。
近
年
は

移
住
者
も
多
く
、
観
光
資

源
に
加
え
て
働
く
場
の
確

保
が
奏
功
し
て
い
る
。

大
洗
町
は
、
東
日
本

大
震
災
後
に
大
手

玩
具
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
打

診
を
受
け
ア
ニ
メ
「
ガ
ー

ル
ズ
＆
パ
ン
ツ
ア
ー
」
の

舞
台
に
な
る
。
元
々
観
光

地
で
あ
っ
た
が
、
震
災
に

よ
る
風
評
被
害
で
落
ち
込

ん
だ
観
光
客
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
行
政
主
導

で
は
な
く
、
町
商
工
会
が

主
体
に
商
店
な
ど
が
「
ま

ち
あ
そ
び
」
感
覚
で
観
光

客
の
誘
客
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

余
り
だ
が
、
鬼
怒
川
決
壊

に
よ
る
他
の
自
治
体
の
被

害
が
大
き
く
報
道
さ
れ
、

同
町
は「
隠
れ
た
被
災
地
」

に
な
る
。
９
月
定
例
会
の

最
中
で
議
事
日
程
を
一
部

変
更
、
議
員
は
物
資
配
布

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
あ
た
っ
た
。
災
害
対
策

本
部
員
に
は
町
議
会
議
長

も
加
わ
り
当
局
と
の
情
報

共
有
が
図
ら
れ
て
い
る
。

７月 23 日（土）軽米病院環境整備活動 ９月 18 日 ( 日）秋まつり流し踊り

境
町
は
、
平
成
27
年

９
月
の
関
東
・
東

北
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
。
被
害
総
額
は
20
億
円

「まちあそび」感覚で交流今一度、災害対応の検証を

広域的な連携が必要 地域資源を生かし高める

関東・東北豪雨災害に見舞われた境町の橋本正裕町長（左
から３人目）にお見舞いを贈りました

神社に建てられた巨大ガルパン
絵馬（大洗町）

北海道新幹線開業に向けた観光施策に取り組む北斗市
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かるまい町に住んでみて

角田 香織 さん

さ
ん
と
仲
良
く
な
り
、
子
育
て

の
相
談
な
ど
情
報
交
換
が
で
き

て
私
自
身
の
楽
し
み
の
場
で
も

あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
面

で
行
政
、
地
域
の
方
々
に
助
け

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

思
い
っ
き
り
遊
べ
る
公
園

☟
町
に
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思

う
も
の
は
何
で
す
か
？

　

子
供
た
ち
が
遊
べ
る
場
所
が

近
く
に
な
い
の
が
残
念
で
す
。

遠
く
に
行
か
な
く
て
も
、
身
体

を
思
い
っ
き
り
使
っ
て
遊
べ

る
、
遊
具
の
あ
る
公
園
が
あ
る

と
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

活
気
あ
る
町
に

☟
ど
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
か
？

　

こ
こ
数
年
で
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
が
で
き
暮
ら
し
や
す
く

な
っ
た
反
面
、
街
中
は
閑
散
と

し
て
人
通
り
が
な
く
寂
し
く
感

じ
ま
す
。
お
祭
り
や
町
内
行
事

な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
と

の
関
わ
り
を
大
切
に
、
も
っ
と

活
気
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
ほ
し
い
で
す
。

忘
れ
ら
れ
な
い
優
し
さ

☟
軽
米
町
に
来
る
き
っ
か
け
と

そ
の
と
き
の
思
い
出
は
？

　

結
婚
を
機
に
軽
米
町
に
越
し

て
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
土
地

で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
近

所
の
方
々
が
優
し
く
し
て
く
だ

さ
り
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
山
々
は
緑

が
き
れ
い
で
雪
谷
川
の
景
色
も

と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
町

☟
住
ん
で
み
て
の
感
想
は
？

　

子
育
て
世
代
の
親
に
と
っ
て

と
て
も
住
み
や
す
い
町
だ
と
思

い
ま
す
。
18
歳
ま
で
医
療
費
は

無
料
だ
し
、
幼
稚
園
の
保
育
料

が
安
い
な
ど
経
済
的
に
助
か
っ

て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
放
課

後
教
室
が
利
用
で
き
、
毎
朝
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
々
が
い
て

く
れ
て
る
の
で
安
心
し
て
学
校

に
送
り
出
せ
ま
す
。
ま
た
長
男

は
生
後
３
か
月
か
ら
ピ
ヨ
ピ
ヨ

教
室
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
子
育
て
中
の
お
母

かくた　　　かおり　　

　　　　　　　　　　　
矢巾町出身　32 歳　行政区：仲町

夫・長男・次男・長女・義父・義母・義叔母の
８人家族

　　町民インタビュー Vol. ⑤

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
主
に
町
外
か
ら
軽
米
町
に

来
ら
れ
た
方
で
、
町
へ
の
提
言
、
思
い

な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
事
務
局
又
は
お
近
く
の
町
議
会

議
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集しています
　　　　　　　　　　香織 さん　　　　　　　　長男 耕

こうせい

惺 君

　次男 快
かいせい

惺 君　　　　　　　　　長女 くるみ ちゃん　

委 員 長
副委員長
委　　員
　　〃
　　〃
　　〃

茶屋　　隆
中村　正志
山本　幸男
松浦　満雄
上山　勝志
田村　せつ
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